
   

 



   

 

 

 

 

 

 

 

１ 題材の目標 

地域や日本各地の郷土料理について、1 人 1 台端末を活用して

詳しく調べるとともに、文書作成ソフトでレポートを作成し発表

し合うことにより、関心を深めることができる。 

 

 

2  題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

地域の食文化について理解

しているとともに、地域の食

材を用いた和食の調理が適

切にできる。 

地域の食文化や地域の食材を

用いた和食の調理について、問

題を見いだして課題を設定し、

解決策を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを論理的

に表現するなどして課題を解

決する力を身に付けている。 

家族や地域の人々と協働し、より

よい生活の実現に向けて、日常食

の調理と地域の食文化について、

課題の解決に主体的に取り組ん

だり、振り返って改善したりし

て、生活を工夫し創造し、実践し

ようとしている。 

 

３  題材について 

本題材は、地域の食文化に関する基礎的・基本的な知識及び技能を

身に付け、地域の食文化と持続可能な食生活について課題をもち、学

んだことを実際の生活に工夫して生かせるようになることをねらい

としている。 

特に、地域の食文化の学習においては、自身の課題を解決すべく、

１人１台端末を用いて調べ学習を行い、地域または季節の食材を用い

ることの意義や自分の住む地域の食文化についても理解できるよう

にする。さらに、それぞれが調べたことを大型ディスプレイ等を利用

して発表し、全体で共有しながら理解を深められるようにした。 

 

 

 

〈ＩＣＴ活用のポイント〉 

① 1 人１台端末でウェブブラウザを活用することにより、素早く情報収集を行うこと

ができる。 

② 学習支援ソフトを使用して画面共有を行うことで、全体で情報の共有や意見交換を

行うことができる。 

ＩＣＴ活用事例 B2（調査活動）Ｃ1（発表や話し合い） 

中学校１年・家庭分野 「郷土料理について知ろう」 

使用機器  ：１人１台端末、大型ディスプレイ 
使用アプリ：ウェブブラウザ、文書作成ソフト、学習支援ソフト 等 



   

４  指導と評価の計画（全６時間）  

時間 学習内容 

評価の観点 

〇指導に生かす評価 ◎記録に残す評価 指導上の留意点 

【評価方法】 知識・技

能 

思考・判

断・表現 
態 度 

１ 

〇和食について知る 

・和食が無形文化遺産に登録さ

れた背景を知る。 

 

〇 〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

・プレゼンテーションソフ

トを活用し、和食につい

て説明する。 

【ワークシート】 

２ 

〇地域で生産される食材を知る 

・山梨県および富士吉田市で生

産されている食材について調

べる。 

〇 〇 

・ウェブブラウザの使用方

法や注意点について説明

する。【ワークシート】 

３
（
本
時
） 

〇郷土料理について知る 

・郷土料理の意味を知る。 

・山梨県および全国各地の郷土

料理について調べる。 

・調べたことを文書作成ソフト

でまとめる。 

◎ ◎ 

・レポートの書き方や著作

権の注意すべき点につい

て確認する。 

・授業中は１人１台端末の

使用を苦手とする生徒の

指導にも重点を置く。 

 【レポート】 

４ 

〇郷土料理について調べたこと

を発表する 

・班ごと、調べたことを発表し、

共有する。 

 ◎ 

・発表の仕方を説明する。 

 【交流活動の様子】 

 【ワークシート】 

５ 

〇年中行事と行事食の関係につ

いて知る 

・山梨県の行事食を知る。 

・年中行事と行事食のかかわり

について考える。 

〇 〇 

・プレゼンテーションソフ

トを用いて、年中行事と

行事食の関係を説明す

る。【ワークシート】 

６ 

〇地域の食材を用いた行事食ま

たは郷土料理の調理実習 
◎ 〇 

・家庭での実践とし、実際

に作成した料理について

のレポートについて説明

する。【レポート】 

 

５ ＩＣＴの効果的な活用について 

題材を通して、教師側からはプレゼンテーションソフトを用いながら要点をわかりやすくまとめて

生徒に示した。生徒の関心・意欲を高めることができ、同時にスムーズに授業を進めることができた。 

生徒は１人１台端末のウェブブラウザで自分の調べた

いことを検索したり、学習支援ソフトで配布された課題

に取り組んだりするなど積極的に活用していった。生徒

によっては１人１台端末の活用スキルに差があったが、

お互いに助け合ったりしながら、どの生徒も意欲的に課

題を進めることができた。 

 １人１台端末には他にも多くのコンテンツやソフトが

あるため、生徒の学習の一端を担い、学習が楽しく進めら

れるような使い方をこれからも模索していきたい。 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


